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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　厚み２ｍｍにおける全光線透過率が７０％以上である透明性樹脂（Ａ）、帯電防止性樹
脂（Ｂ）、及び摺動性充填剤（Ｃ）で構成された熱可塑性樹脂組成物であって、前記透明
性樹脂（Ａ）が、ゴム変性スチレン系樹脂（Ａ１）及びポリ（メタ）アクリル酸アルキル
エステル（Ａ２）から選択された少なくとも一種であり、かつ前記摺動性充填剤（Ｃ）が
、体積平均粒径３～１００μｍのシリコーンゴム粒子（Ｃ１）及び体積平均粒径１～６０
μｍであり、かつシリコーンゴム粒子の表面がポリジメチルシルセスキオキサンで被覆さ
れたシリコーン複合粒子（Ｃ２）から選択された少なくとも一種である熱可塑性樹脂組成
物。
【請求項２】
　透明性樹脂（Ａ）が、（メタ）アクリル酸アルキル単位を含むゴム変性スチレン系樹脂
及びポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステルで構成され、かつ両者の割合（重量比）が
、前者／後者＝９９．９／０．１～５０／５０である請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　ゴム変性スチレン系樹脂（Ａ１）が、メタクリル酸メチル単位を含むゴム変性スチレン
系樹脂であり、かつポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステル（Ａ２）が、少なくともメ
タクリル酸メチル単位を含む重合体である請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　帯電防止性樹脂（Ｂ）が、ポリエーテルエステルアミドである請求項１記載の組成物。



(2) JP 4827458 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

【請求項５】
　摺動性充填剤（Ｃ）の割合（重量比）が、透明性樹脂（Ａ）１００重量部に対して、０
．１～１０重量部である請求項１記載の組成物。
【請求項６】
　ポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステル（Ａ２）と摺動性充填剤（Ｃ）との割合（重
量比）が、前者／後者＝１００／１～１／１である請求項１記載の組成物。
【請求項７】
　さらに、酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）を含有する請求項１記載の組成物。
【請求項８】
　酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）のビニル成分が、芳香族ビニル単位及び（メタ
）アクリル酸アルキル単位で構成され、かつ両者の割合（モル比）が、芳香族ビニル単位
／（メタ）アクリル酸アルキル単位＝１／３～１／５である請求項７記載の組成物。
【請求項９】
　酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）の重量平均分子量が４０，０００～８０，００
０である請求項７記載の組成物。
【請求項１０】
　請求項１記載の組成物で形成された成形品。
【請求項１１】
　請求項１記載の組成物で形成された摺動性部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、帯電防止性及び透明性を有するとともに、パチンコ機やピンボールゲーム機
の盤面やカバー、電子部品用トレーなどの摺動性部材として有用な熱可塑性樹脂組成物及
び成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子部品用トレーや、遊戯機（パチンコ機など）の部品は、内部の電子部品の存在確認
や、パチンコ機内部での作業性などの点から、透明で外部から視認できる必要がある。ま
た、これらのトレーや部品は、搬送による内部の電子部品との摩擦や、小動体（パチンコ
玉）の移動や衝突に起因する摩擦により、プラスチック材料に摩耗が生じる。さらに、こ
れらの用途では、集積回路（ＩＣ）が存在するため、静電気障害（ＩＣの誤動作など）を
防止する必要がある。すなわち、これらの用途に用いられるプラスチック材料には、透明
性だけでなく、摺動性（耐摩耗性）や帯電防止性も要求される。
【０００３】
　このような用途に用いられるプラスチック材料に関して、特開２００２－５２２３９号
公報（特許文献１）には、屈折率が１．５１～１．５４、表面抵抗５×１０13Ω以下、化
合物吸水前後の全光線透過率の低下率が２５％以下の熱可塑性樹脂組成物を用いて成形さ
れた部材を有する室内ゲーム機が提案されている。この文献には、ポリメタクリル酸メチ
ルなどのアクリル系樹脂と、ＡＢＳ樹脂などのゴムグラフト共重合体と、ＡＳ樹脂やＭＳ
樹脂などのスチレン系樹脂と、帯電防止性熱可塑性エラストマーと、酸又はエポキシ変性
樹脂とを組み合わせた熱可塑性樹脂組成物が記載されている。しかし、この熱可塑性樹脂
組成物では、摺動性が充分でなく、摺動性部材として用いると摩耗が発生する。
【０００４】
　特開２０００－１９１８７７号公報（特許文献２）には、難燃性や帯電防止性を要求さ
れる各種オフィス・オートメーション（ＯＡ）機器部材のプラスチック材料として、（Ａ
）ゴム強化スチレン系樹脂７０～９９重量％と、（Ｂ）体積固有抵抗値１０12Ωｃｍ以下
を示す重合体１～３０重量％からなる（イ）樹脂組成物１００重量部に対して（Ｃ）有機
リン化合物１～２０重量部、（Ｄ）シリコーン化合物０．０１～５重量部を配合した難燃
性熱可塑性樹脂組成物が提案されている。しかし、この組成物では、透明性が低く、耐摩
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耗性も充分でない。
【特許文献１】特開２００２－５２２３９号公報（請求項１～３、実施例）
【特許文献２】特開２０００－１９１８７７号公報（請求項１、段落番号［0078］、実施
例）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の目的は、高い透明性及び帯電防止性を有するとともに、高い耐摩耗性
又は耐擦傷性を有する熱可塑性樹脂組成物及びその用途を提供することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、高い透明性及び帯電防止性を有するとともに、耐衝撃性などの機
械的特性に優れた熱可塑性樹脂組成物及びその用途を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、前記課題を達成するため鋭意検討した結果、透明性樹脂と帯電防止性樹
脂と摺動性充填剤とを組み合わせると、高い透明性及び帯電防止性を有するとともに、高
い耐摩耗性又は耐擦傷性を有し、摺動性部材に適した熱可塑性樹脂組成物が得られること
を見出し、本発明を完成した。
【０００８】
　すなわち、本発明の熱可塑性樹脂組成物は、厚み２ｍｍにおける全光線透過率が７０％
以上である透明性樹脂（Ａ）、帯電防止性樹脂（Ｂ）、及び摺動性充填剤（Ｃ）で構成さ
れている。この組成物は、厚み２ｍｍにおける全光線透過率が６５％以上であってもよい
。前記透明性樹脂（Ａ）は、ゴム変性スチレン系樹脂（Ａ１）及び／又はポリ（メタ）ア
クリル酸アルキルエステル（Ａ２）であってもよく、特に、（メタ）アクリル酸アルキル
単位を含むゴム変性スチレン系樹脂及びポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステルで構成
され、かつ両者の割合（重量比）が、前者／後者＝９９．９／０．１～５０／５０程度で
あってもよい。前記ゴム変性スチレン系樹脂（Ａ１）は、メタクリル酸メチル単位を含む
ゴム変性スチレン系樹脂であってもよく、前記ポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステル
（Ａ２）は、少なくともメタクリル酸メチル単位を含む重合体であってもよい。前記帯電
防止性樹脂（Ｂ）は、ポリエーテルエステルアミドであってもよい。前記摺動性充填剤（
Ｃ）は、シリコーン系化合物で構成された粒子、例えば、シリコーンゴム粒子、及びシリ
コーンゴム粒子の表面がポリオルガノシルセスキオキサンで被覆されたシリコーン複合粒
子から選択された少なくとも一種の粒子であってもよい。前記シリコーンゴム粒子は、体
積平均粒径３～１００μｍのシリコーンゴム粒子であってもよく、前記シリコーン複合粒
子が、体積平均粒径１～６０μｍであり、かつシリコーンゴム粒子の表面がポリジメチル
シルセスキオキサンで被覆されたシリコーン複合粒子である。摺動性充填剤（Ｃ）の割合
（重量比）は、透明性樹脂（Ａ）１００重量部に対して、例えば、０．１～１０重量部程
度である。ポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステル（Ａ２）と摺動性充填剤（Ｃ）との
割合（重量比）は、前者／後者＝１００／１～１／１程度である。本発明の熱可塑性樹脂
組成物は、さらに、酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）を含有していてもよい。酸又
はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）のビニル成分は、芳香族ビニル単位及び（メタ）アク
リル酸アルキル単位で構成され、かつ両者の割合（モル比）が、芳香族ビニル単位／（メ
タ）アクリル酸アルキル単位＝１／３～１／５程度であってもよい。酸又はエポキシ変性
ビニル系樹脂（Ｄ）の重量平均分子量は４０，０００～８０，０００程度である。この組
成物は、表面固有抵抗値が１０12Ω以下程度であってもよい。
【０００９】
　本発明には、前記組成物で形成された成形品も含まれる。また、本発明には、前記組成
物で形成された摺動性部材も含まれる。
【発明の効果】
【００１０】



(4) JP 4827458 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

　本発明では、透明性樹脂と帯電防止性樹脂と摺動性充填剤とが組み合わされているため
、このような熱可塑性樹脂組成物は、高い透明性及び帯電防止性を有するとともに、高い
耐摩耗性又は耐擦傷性を有している。さらに、この熱可塑性樹脂組成物は、耐衝撃性など
の機械的特性も高い。このような熱可塑性樹脂組成物は、パチンコ機やピンボールゲーム
機の盤面やカバー、電子部品用トレーなどの摺動性部材に適している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の熱可塑性樹脂組成物は、透明性樹脂（Ａ）、帯電防止性樹脂（Ｂ）、及び摺動
性充填剤（Ｃ）で構成されている。
【００１２】
　［透明性樹脂（Ａ）］
　本発明における透明性樹脂（Ａ）は、厚み２ｍｍにおける全光線透過率が７０％以上（
例えば、７０～１００％）であり、好ましくは７５％以上（例えば、７５～９９．９％程
度）、さらに好ましくは８０％以上（例えば、８０～９９．５％程度）である。また、透
明性樹脂のヘーズは３０％以下であり、好ましくは２５％以下、さらに好ましくは２０％
以下である。
【００１３】
　透明性樹脂としては、前記範囲の全光線透過率を有する樹脂であれば、特に限定されず
、例えば、オレフィン系樹脂、スチレン系樹脂、アクリル系樹脂、ビニル系重合体などの
付加重合系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポ
リウレタン系樹脂、ポリフェニレンオキシド系樹脂、ポリフェニレンスルフィド系樹脂、
ポリスルホン系樹脂、セルロース誘導体などが挙げられる。これらの透明性樹脂は、単独
で又は二種以上組み合わせて使用できる。これらの透明性樹脂のうち、透明性や、耐摩耗
性、耐衝撃性などの機械的特性の観点から、ゴム変性スチレン系樹脂（Ａ１）、ポリ（メ
タ）アクリル酸アルキルエステル（Ａ２）が好ましい。
【００１４】
　本発明では、透明性と耐衝撃性などの機械的特性を両立できる点から、ゴム変性スチレ
ン系樹脂（Ａ１）とポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステル（Ａ２）とを組み合わせて
用いるのが特に好ましい。
【００１５】
　ゴム変性（含有）スチレン系樹脂（Ａ１）は、共重合（グラフト重合、ブロック重合な
ど）などにより、スチレン系樹脂で構成されたマトリックス中にゴム状重合体（ゴム成分
）が粒子状に分散した重合体であってもよい。このような重合体は、通常、ゴム状重合体
（ゴム状粒子）の存在下、少なくとも芳香族ビニル単量体を、慣用の方法（塊状重合、塊
状懸濁重合、溶液重合、乳化重合など）で重合することにより、グラフト共重合体（ゴム
グラフトスチレン系重合体）として得ることができる。
【００１６】
　スチレン系樹脂は、芳香族ビニル単位を主構成単位として含む単独又は共重合体である
。スチレン系樹脂を形成するための芳香族ビニル単量体としては、例えば、スチレン、ア
ルキル置換スチレン（例えば、ビニルトルエン、ビニルキシレン、ｐ－エチルスチレン、
ｐ－イソプロピルスチレン、ブチルスチレン、ｐ－ｔ－ブチルスチレンなど）、ハロゲン
置換スチレン（例えば、クロロスチレン、ブロモスチレンなど）、α位にアルキル基が置
換したα－アルキル置換スチレン（例えば、α－メチルスチレンなど）などが例示できる
。これらの芳香族ビニル単量体は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。これら
の単量体のうち、通常、スチレン、ビニルトルエン、α－メチルスチレンなど、特にスチ
レンが使用される。
【００１７】
　前記芳香族ビニル単量体は、共重合可能な単量体（共重合性単量体）と組み合わせて使
用してもよい。共重合性単量体としては、例えば、不飽和多価カルボン酸又はその酸無水
物（例えば、マレイン酸、イタコン酸、シトラコン酸又はその酸無水物など）、イミド系
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単量体［例えば、マレイミド、Ｎ－アルキルマレイミド（例えば、Ｎ－Ｃ1-4アルキルマ
レイミド等）、Ｎ－シクロアルキルマレイミド（例えば、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド
など）、Ｎ－アリールマレイミド（例えば、Ｎ－フェニルマレイミドなど）などのＮ－置
換マレイミド］、アクリル系単量体［例えば、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸
メチル、（メタ）アクリル酸エチル、(メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸ヘ
キシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）アクリル酸２－エチルへキシルなどの（
メタ）アクリル酸Ｃ1-20アルキルエステル、（メタ）アクリル酸シクロへキシル、（メタ
）アクリル酸フェニル、（メタ）アクリル酸ベンジル、（メタ）アクリル酸グリシジル、
（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル
などの（メタ）アクリル酸ヒドロキシＣ2-4アルキルエステルなど］、シアン化ビニル系
単量体（（メタ）アクリロニトリルなど）などが例示できる。
【００１８】
　これらの共重合性単量体は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。これらの共
重合性単量体のうち、（メタ）アクリル酸メチルなどのアクリル系単量体や、（メタ）ア
クリロニトリルなどのシアン化ビニル系単量体が好ましい。さらに、透明性の観点から、
少なくともメタクリル酸メチルを含む単量体、特に、透明性と機械的特性とを両立できる
観点から、メタクリル酸メチルとアクリロニトリルとの組み合わせが好ましい。全単量体
中の共重合可能な単量体の使用量は、通常、１～５０重量％、好ましくは３～４０重量％
、さらに好ましくは５～３０重量％程度の範囲から選択できる。
【００１９】
　マトリックス樹脂であるスチレン系樹脂の重量平均分子量は、例えば、１０，０００～
１，０００，０００、好ましくは５０，０００～５００，０００、さらに好ましくは１０
０，０００～５００，０００程度である。
【００２０】
　ゴム状重合体としては、例えば、ジエン系ゴム［ポリブタジエン（低シス型又は高シス
型ポリブタジエン）、ポリイソプレン、スチレン－ブタジエン共重合体、スチレン－イソ
プレン共重合体、ブタジエン－アクリロニトリル共重合体、イソブチレン－イソプレン共
重合体、スチレン－イソブチレン－ブタジエン系共重合ゴムなど］、エチレン－酢酸ビニ
ル共重合体、アクリルゴム（ポリアクリル酸Ｃ2-8アルキルエステルを主成分とする共重
合エラストマーなど）、エチレン－α－オレフィン系共重合体［エチレン－プロピレンゴ
ム（ＥＰＲ）など］、エチレン－α－オレフィン－ポリエン共重合体［エチレン－プロピ
レン－ジエンゴム（ＥＰＤＭ）など］、ウレタンゴム、シリコーンゴム、ブチルゴム、水
添ジエン系ゴム（水素化スチレン－ブタジエン共重合体、水素化ブタジエン系重合体など
）などが挙げられる。なお、これらのゴム状重合体において、共重合体はランダム又はブ
ロック共重合体であってもよく、ブロック共重合体には、ＡＢ型、ＡＢＡ型、テーパー型
、ラジアルテレブロック型の構造を有する共重合体等が含まれる。これらのゴム状重合体
は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。
【００２１】
　好ましいゴム成分は、共役１，３－ジエン又はその誘導体の重合体、特にポリブタジエ
ン（ブタジエンゴム）、イソプレンゴム、スチレン－ブタジエン共重合体などのジエン系
ゴムである。
【００２２】
　ゴム変性スチレン系樹脂において、ゴム成分の含有量は、１～６０重量％、好ましくは
３～３０重量％、さらに好ましくは５～３０重量％（特に１０～３０重量％）程度である
。ゴム成分の含有量が少なすぎると、耐衝撃性の改良効果が充分でなく、ゴム成分の含有
量が多すぎると、剛性が低下する。
【００２３】
　スチレン系樹脂で構成されたマトリックス中に分散するゴム状重合体の形態は、特に限
定されず、サラミ構造、コア／シェル構造、オニオン構造などであってもよい。
【００２４】
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　分散相を構成するゴム状重合体の粒子径は、透明性の観点から、例えば、重量平均粒径
１００～３０００ｎｍ、好ましくは１２０～２０００ｎｍ、さらに好ましくは１５０～１
０００ｎｍ（特に１５０～５００ｎｍ）程度の範囲から選択できる。また、ゴム状重合体
のグラフト率は、５～１５０％、好ましくは１０～１５０％程度である。
【００２５】
　透明なゴム変性スチレン系樹脂としては、例えば、メタクリル酸メチル変性ＨＩＰＳ（
透明ＨＩＰＳ）、メタクリル酸メチル変性ＡＢＳ樹脂（透明ＡＢＳ又はＭＡＢＳ樹脂）、
α－メチルスチレン変性ＡＢＳ樹脂、イミド変性ＡＢＳ樹脂、スチレン－メタクリル酸メ
チル－ブタジエン共重合体（ＭＢＳ樹脂）、ＡＸＳ樹脂、メタクリル酸メチル変性ＡＸＳ
樹脂などのゴム含有スチレン系樹脂が挙げられる。ここで、ＡＸＳ樹脂とは、ゴム成分Ｘ
（アクリルゴム、塩素化ポリエチレン、エチレン－プロピレンゴム、エチレン－酢酸ビニ
ル共重合体など）にアクリロニトリルＡとスチレンＳとがグラフト重合した樹脂を指し、
具体的には、アクリロニトリル－アクリルゴム－スチレン樹脂（ＡＡＳ樹脂）、アクリロ
ニトリル－エチレン・プロピレンゴム－スチレン樹脂（ＡＥＳ樹脂）などである。これら
のゴム変性スチレン系樹脂は単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。これらのゴム
変性スチレン系樹脂のうち、透明性の点から、メタクリル酸メチル単位を含む樹脂（透明
ＡＢＳ樹脂、ＭＢＳ樹脂、メタクリル酸メチル変性ＡＡＳ樹脂など）が好ましく、透明性
と機械的特性を両立できる点から、特に、透明ＡＢＳ樹脂が好ましい。
【００２６】
　ポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステル（Ａ２）において、（メタ）アクリル酸アル
キルとしては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ
）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、
（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）アクリル酸２－エ
チルヘキシルなどの（メタ）アクリル酸Ｃ1-10アルキルなどが挙げられる。これらの（メ
タ）アクリル酸アルキルは、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。これらの（メ
タ）アクリル酸アルキルのうち、透明性及び機械的強度の点から、メタクリル酸メチルが
好ましい。すなわち、ポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、少なくともメ
タクリル酸メチル単位を含む重合体（例えば、メタクリル酸メチル単位を全単量体中５０
モル％以上、好ましくは６０モル％以上、さらに好ましくは８０モル％以上含む重合体）
、例えば、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）が好ましい。
【００２７】
　本発明では、透明性と機械的強度とを両立させる観点から、前記ゴム変性スチレン系樹
脂（Ａ１）とポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステル（Ａ２）とを組み合わせて用いる
のが好ましい。両者の割合（重量比）は、例えば、前者／後者＝９９．９／０．１～５０
／５０、好ましくは９９．５／０．５～６０／４０、さらに好ましくは９９／１～７０／
３０（特に９８／２～８０／２０）程度である。
【００２８】
　［帯電防止性樹脂（Ｂ）］
　帯電防止性樹脂（Ｂ）としては、高分子量（例えば、数平均分子量１０００以上）の帯
電防止剤であればよく、特に制限されないが、例えば、オレフィン系ブロック及び／又は
ポリアミド系ブロックと、親水性ブロックとのブロック共重合体などが挙げられる。
【００２９】
　前記オレフィン系ブロックを構成するオレフィン系単量体としては、例えば、エチレン
、プロピレン、１－ブテンなどのＣ2-6オレフィンが例示できる。これらのオレフィンの
うち、エチレン及びプロピレンから選択された少なくとも一種が好ましく、特に、少なく
ともプロピレンを含むのが好ましい。オレフィン系単量体のうち、プロピレンの割合は８
０モル％以上（特に９０モル％以上）が好ましい。ポリオレフィンブロックにおいて、オ
レフィン系単量体（Ｃ2-6オレフィン、特にエチレン及び／又はプロピレン）の含有量は
、８０モル％以上（特に９０モル％以上）程度である。ポリオレフィンブロックの数平均
分子量は、２０００～５００００、好ましくは３０００～４００００、さらに好ましくは
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５０００～３００００程度である。
【００３０】
　前記ポリアミド系ブロックは、ジアミン（例えば、ヘキサメチレンジアミンなどのＣ4-

20脂肪族ジアミンなど）とジカルボン酸（例えば、アジピン酸やセバシン酸、ドデカン二
酸などのＣ4-20脂肪族ジカルボン酸など）との縮合によって得られるブロック、アミノカ
ルボン酸（例えば、６－アミノヘキサン酸や１２－アミノドデカン酸などのＣ4-20アミノ
カルボン酸など）の縮合によって得られるブロック、ラクタム（カプロラクタムなどのＣ

4-20ラクタムなど）の開環重合によって得られるブロック、これらの成分から得られる共
重合ブロックのいずれであってもよい。ポリアミド系ブロックは、通常、アルキレン鎖を
有しており、アルキレン鎖の炭素数は、例えば、６～１８個、好ましくは６～１６個、さ
らに好ましくは６～１２個程度である。ポリアミド系ブロックは、例えば、６－アミノヘ
キサン酸や１２－アミノドデカン酸などのＣ6-12アミノカルボン酸の縮合によって得られ
たアルキレン骨格を有するポリアミドブロックであってもよい。ポリアミド系ブロックの
割合は、全ブロック共重合体中、例えば、２０～７０重量％、好ましくは２５～５０重量
％程度である。
【００３１】
　親水性ブロックとしては、例えば、ポリエーテル系ポリマー（又はノニオン性ポリマー
）、カチオン性ポリマー、アニオン性ポリマーなどが例示できる。親水性ブロックを構成
する親水性単量体としては、アルキレンオキシド（例えば、エチレンオキシド、プロピレ
ンオキシド、ブチレンオキシドなどのＣ2-6アルキレンオキシド）、特にエチレンオキシ
ドやプロピレンオキシドなどのＣ2-4アルキレンオキシドなどが好ましい。好ましい親水
性ブロックとしては、ポリアルキレンオキシド（例えば、ポリエチレンオキシド、ポリプ
ロピレンオキシド、ポリエチレンオキシド－ポリプロピレンオキシドなどのポリＣ2-4ア
ルキレンオキシド）が好ましい。ポリアルキレンオキシドの重合度は２～３００（例えば
、５～２００）、好ましくは１０～１５０、さらに好ましくは１０～１００（例えば、２
０～８０）程度である。
【００３２】
　前記オレフィン系ブロックと、親水性ブロックとは、エステル結合、アミド結合、エー
テル結合、ウレタン結合、イミド結合などを介して結合されている。これらの結合は、例
えば、ポリオレフィンを変性剤で変性した後、親水性ブロックを導入することにより形成
できる。例えば、ポリオレフィンを変性剤で変性して活性水素原子を導入した後、アルキ
レンオキシドなどの親水性単量体を付加重合することによって導入される。このような変
性剤としては、例えば、不飽和カルボン酸又はその無水物（（無水）マレイン酸など）、
ラクタム又はアミノカルボン酸（カプロラクタムなど）、酸素又はオゾン、ヒドロキシル
アミン（２－アミノエタノールなど）、ジアミン（エチレンジアミンなど）、あるいはこ
れらの混合物などが例示できる。このようにして得られる帯電防止性樹脂は、例えば、三
洋化成工業（株）から商品名「ペレスタット３００」として入手できる。
【００３３】
　前記ポリアミドブロックと、親水性ブロックとは、エステル結合、アミド結合、エーテ
ル結合、ウレタン結合、イミド結合などを介して結合されている。これらの結合は、例え
ば、両末端に官能基を有するポリアミドとポリエーテル系ポリマーとをグリシジルエーテ
ル化合物（例えば、ビスフェノールＡグリシジルエーテルなど）などで結合することによ
って形成できる。このようにして得られる帯電防止性樹脂は、例えば、チバスペシャルテ
ィケミカルズ（株）から商品名「イルガスタットＰ１６」「イルガスタットＰ１８」とし
て、三洋化成工業（株）から商品名「ペレスタットＮＣ６３２１」「ペレスタットＮＣ７
５３０」として入手できる。
【００３４】
　帯電防止性樹脂（Ｂ）の数平均分子量は、１０００以上（例えば、１０００～１０００
００）、好ましくは２０００～６００００、さらに好ましくは２０００～５００００（特
に３０００～２００００）程度である。



(8) JP 4827458 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

【００３５】
　これらの帯電防止性樹脂の中でも、ポリアミド系ブロックと親水系ブロックとのブロッ
ク共重合体、特に、ポリエーテルエステルアミドが好ましい。なかでも、ビスフェノール
Ａなどのビスフェノール骨格を有するポリエーテルエステルアミドが好ましく、例えば、
両末端にカルボキシル基を有するポリアミドとポリエチレンオキサイドとを、ビスフェノ
ールＡグリシジルエーテルで結合することによって形成されるポリエーテルエステルアミ
ドなどが挙げられる。
【００３６】
　このような帯電防止性樹脂（Ｂ）は、単独でも高い帯電防止性を有しているが、さらに
金属塩類と組み合わせて用いてもよい。金属塩類と帯電防止性樹脂（Ｂ）とを組み合わせ
ると、金属塩類から解離した金属イオンが、帯電防止性樹脂の親水性ブロックに対して作
用してイオン伝導性を発現することにより、帯電防止性樹脂の持続性などをさらに向上で
きる。
【００３７】
　金属塩類としては、通常、アルカリ金属塩類、アルカリ土類金属塩類が使用され、例え
ば、過塩素酸アルカリ金属塩（過塩素酸リチウム、過塩素酸ナトリウム、過塩素酸カリウ
ムなど）、過塩素酸アルカリ土類金属塩（過塩素酸マグネシウムなど）、トリフルオロメ
タンスルホン酸アルカリ金属塩（トリフルオロメタンスルホン酸リチウム、トリフルオロ
メタンスルホン酸ナトリウムなど）、ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミドのア
ルカリ金属塩［ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミドリチウム、ビス（トリフル
オロメタンスルホニル）イミドナトリウム、ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミ
ドカリウムなど］、トリス（トリフルオロメタンスルホニル）メチドのアルカリ金属塩［
トリス（トリフルオロメタンスルホニル）メチドリチウム、トリス（トリフルオロメタン
スルホニル）メチドナトリウム］などが挙げられる。これらの金属塩類は、単独で又は二
種以上組み合わせて使用できる。これらの金属塩類の中でも、リチウム塩類、特に、トリ
フルオロメタンスルホン酸リチウム、ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミドリチ
ウム、トリス（トリフルオロメタンスルホニル）メチドリチウムなどのフッ素原子及びス
ルホニル基又はスルホン酸基を有するリチウム金属塩が好ましい。
【００３８】
　金属塩類の割合は、帯電防止性樹脂１００重量部に対して、例えば、０．０１～３０重
量部、好ましくは０．０５～２０重量部、さらに好ましくは０．０１～１０重量部程度で
ある。
【００３９】
　帯電防止性樹脂と金属塩類とを組み合わせたイオン伝導性帯電防止性樹脂は、例えば、
三光化学工業（株）から商品名「サンコノール（登録商標）ＴＢＸ－６５」「サンコノー
ルＴＢＸ－３５」として入手できる。
【００４０】
　帯電防止性樹脂（Ｂ）の割合は、透明性樹脂（Ａ）１００重量部に対して、例えば、１
～５０重量部、好ましくは３～４０重量部、さらに好ましくは５～３０重量部（特に１０
～３０重量部）程度である。イオン伝導性帯電防止性樹脂の場合は、帯電防止性樹脂及び
金属塩類の合計量が、熱可塑性樹脂１００重量部に対して、例えば、１～３０重量部、好
ましくは５～２０重量部程度であってもよい。
【００４１】
　［摺動性充填剤（Ｃ）］
　摺動性充填剤（Ｃ）は、例えば、摺動性又は滑性を有する化合物（例えば、架橋又は未
架橋ポリエチレンやポリプロピレンなどのオレフィン系樹脂、シリコーンゴム、シリコー
ン樹脂、シリコーンオイルなどのシリコーン系化合物、ポリテトラフルオロエチレンなど
のフッ素系樹脂、シリカ、タルク、マイカなどの鉱物系化合物など）で構成された充填剤
であれば、特に限定されない。摺動性充填剤の形状は繊維状であっても、非繊維状であっ
てもよいが、摺動性などの点から、粒子状が好ましい。粒子状摺動性充填剤の体積平均粒
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径は、例えば、１～１００μｍ、好ましくは２～８０μｍ、さらに好ましくは３～５０μ
ｍ程度である。これらの摺動性充填剤は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。
【００４２】
　これらの摺動性充填剤のうち、シリコーン系化合物で構成された粒子が好ましい。シリ
コーン系化合物としては、ポリオルガノシロキサンを含む化合物が挙げられる。ポリオル
ガノシロキサンは、Ｓｉ－Ｏ結合（シロキサン結合）を有する直鎖状、分岐鎖状又は網目
状の化合物であって、式：ＲaＳｉＯ(4-a)/2で表される単位で構成されている。
【００４３】
　前記式において、Ｒとしては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基な
どのＣ1-10アルキル基、３－クロロプロピル基、３，３，３－トリフルオロプロピル基な
どのハロゲン化Ｃ1-10アルキル基、ビニル基、アリル基、ブテニル基などのＣ2-10アルケ
ニル基、フェニル基、トリル基、ナフチル基などのＣ6-20アリール基、シクロペンチル基
、シクロヘキシル基などのＣ3-10シクロアルキル基、ベンジル基、フェネチル基などのＣ

6-12アリール－Ｃ1-4アルキル基などが挙げられる。好ましいＲは、メチル基、フェニル
基、アルケニル基（ビニル基など）、フルオロＣ1-6アルキル基である。係数ａは０～３
の数である。
【００４４】
　ポリオルガノシロキサンとしては、例えば、ポリジメチルシロキサンなどのポリジアル
キルシロキサン（好ましくはポリジＣ1-10アルキルシロキサン）、ポリメチルビニルシロ
キサンなどのポリアルキルアルケニルシロキサン（好ましくはポリＣ1-10アルキルＣ2-10

アルケニルシロキサン）、ポリメチルフェニルシロキサンなどのポリアルキルアリールシ
ロキサン（好ましくはポリＣ1-10アルキルＣ6-20アリールシロキサン）、ポリジフェニル
シロキサンなどのポリジアリールシロキサン（好ましくはポリジＣ6-20アリールシロキサ
ン）、前記ポリオルガノシロキサン単位で構成された共重合体［ジメチルシロキサン－メ
チルビニルシロキサン共重合体、ジメチルシロキサン－メチルフェニルシロキサン共重合
体、ジメチルシロキサン－メチル（３，３，３－トリフルオロプロピル）シロキサン共重
合体、ジメチルシロキサン－メチルビニルシロキサン－メチルフェニルシロキサン共重合
体など］などが例示できる。
【００４５】
　また、シリコーン系化合物は、その摺動性を失わない程度に、分子末端や主鎖に、エポ
キシ基、ヒドロキシル基、アルコキシ基、カルボキシル基、アミノ基又は置換アミノ基（
ジアルキルアミノ基など）、エーテル基、（メタ）アクリロイル基などの置換基を有する
ポリオルガノシロキサンであってもよい。また、シリコーン系化合物の両末端は、例えば
、トリメチルシリル基、ジメチルビニルシリル基、シラノール基、トリＣ1-2アルコキシ
シリル基などであってもよい。
【００４６】
　シリコーン系化合物には、具体的には、シリコーンゴム、シリコーン樹脂が含まれる。
シリコーンゴムは、高重合度の直鎖状重合体を加硫して得られる化合物であり、通常、直
鎖状であるが、一部分岐構造を有していてもよく、分岐鎖状であってもよい。シリコーン
ゴムとしては、例えば、メチルシリコーンゴム、ビニルシリコーンゴム、フェニルシリコ
ーンゴム、フェニルビニルシリコーンゴム、フッ化シリコーンゴムなどが例示できる。
【００４７】
　シリコーン樹脂は、架橋された三次元構造を有し、前記ポリオルガノシロキサンのうち
、分岐状又は網目状構造の化合物、すなわち、ポリオルガノシルセスキオキサン（ポリジ
メチルシルセスキオキサンなどのポリジＣ1-10アルキルシルセスキオキサン、ポリメチル
フェニルシルセスキオキサンなどのポリＣ1-10アルキルＣ6-20アリールシルセスキオキサ
ン、ポリジフェニルシルセスキオキサンなどのポリジＣ6-20アリールシルセスキオキサン
など）で構成された樹脂などが挙げられる。シリコーン樹脂としては、具体的には、シリ
コーンワニス、シリコーン変性ワニス（アルキド変性体、ポリエステル変性体、エポキシ
変性体、アクリル変性体、ウレタン変性体など）、無機充填剤を含有するシリコーンモー
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ルディングコンパウドなどが例示できる。
【００４８】
　これらのシリコーン系化合物は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。シリコ
ーン系化合物で構成された粒子としては、少なくとも表面がシリコーンゴム及び／又はシ
リコーン樹脂で構成された粒子が好ましく、例えば、シリコーンゴムで構成された粒子（
シリコーンゴム粒子）、シリコーン樹脂で構成された粒子、シリコーンゴムとシリコーン
樹脂とで構成されたシリコーン複合粒子などが挙げられる。
【００４９】
　シリコーンゴム粒子の体積平均粒径は、例えば、３～１００μｍ、好ましくは４～８０
μｍ、さらに好ましくは５～７０μｍ（特に５～５０μｍ）程度である。粒径がこの範囲
にあると、透明性と摺動性とを両立できる。粒子の形状は、特に制限されないが、例えば
、球状、楕円体状、多角体状、角柱状、円柱状、棒状、不定形状などであってもよく、通
常、球状である。シリコーンゴム粒子としては、信越化学工業（株）から商品名「ＫＭＰ
－５９７」「ＫＭＰ－５９８」「ＫＭＰ－５９４」「ＫＭＰ－５９５」「Ｘ５２－８７５
」、東レ（株）から「Ｅ６００」「Ｅ６０１」などとして入手できる。
【００５０】
　シリコーン樹脂粒子の体積平均粒径は、例えば、３～１００μｍ、好ましくは４～８０
μｍ、さらに好ましくは５～７０μｍ（特に５～５０μｍ）程度である。粒径がこの範囲
にあると、透明性と摺動性とを両立できる。粒子の形状は、シリコーンゴム粒子と同様で
ある。シリコーン樹脂粒子としては、信越化学工業（株）から商品名「ＫＭＰ－５９０」
「ＫＭＰ－７０１」「Ｘ５２－１６２１」、東レ（株）から「ＤＣ４－７０８１」などと
して入手できる。
【００５１】
　シリコーン複合粒子は、特に、摺動性を向上でき、かつ組成物中での二次凝集を抑制で
きる点から、シリコーンゴム粒子の表面が、シリコーン樹脂（ポリジメチルシルセスキオ
キサン）で被覆されたシリコーン複合粒子が好ましい。シリコーン複合粒子の体積平均粒
径は、例えば、１～６０μｍ、好ましくは２～５０μｍ、さらに好ましくは３～４０μｍ
（特に４～３５μｍ）程度である。粒径がこの範囲にあると、透明性と摺動性とを両立で
きる。シリコーン複合粒子において、シリコーンゴム成分と、シリコーン樹脂成分との割
合（重量比）は、例えば、シリコーンゴム成分／シリコーン樹脂成分＝９９／１～１／９
９、好ましくは９５／５～２０／８０、さらに好ましくは９０／１０～５０／５０程度で
ある。粒子の形状は、シリコーンゴム粒子と同様である。シリコーン複合粒子としては、
信越化学工業（株）から商品名「ＫＭＰ－６００」「ＫＭＰ－６０１」「ＫＭＰ－６０２
」「ＫＭＰ－６０５」などとして入手できる。
【００５２】
　これらの粒子のうち、耐衝撃性などの機械的特性の点から、シリコーンゴム粒子（特に
体積平均粒径３～１００μｍのシリコーンゴム粒子）、シリコーン複合粒子が好ましく、
さらに、組成物中での二次凝集が抑制できる点、摺動性又は耐摩耗性と、耐衝撃性や耐熱
性などの機械的特性とを両立できる点などから、シリコーン複合粒子が特に好ましい。
【００５３】
　摺動性充填剤（Ｃ）の割合は、例えば、透明性樹脂（Ａ）１００重量部に対して、例え
ば、０．１～１０重量部、好ましくは０．３～８重量部、さらに好ましくは０．５～７重
量部（特に０．７～５重量部）程度である。
【００５４】
　透明性樹脂（Ａ）が、ゴム変性スチレン系樹脂（Ａ１）及びポリ（メタ）アクリル酸ア
ルキルエステル（Ａ２）で構成されている場合、ポリ（メタ）アクリル酸アルキルエステ
ル（Ａ２）と摺動性充填剤（Ｃ）との割合（重量比）は、例えば、前者／後者＝１００／
１～１／１、好ましくは５０／１～２／１、さらに好ましくは３０／１～３／１（特に２
０／１～５／１）程度である。
【００５５】
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　［酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）］
　酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）において、ビニル成分を構成するためのビニル
系単量体としては、透明樹脂（Ａ）の項で例示された芳香族ビニル単量体及びこの芳香族
ビニル単量体と共重合可能な単量体の他、オレフィン系単量体（例えば、エチレン、プロ
ピレン、１－ブテンなどのＣ2-6オレフィンなど）などが挙げられる。これらのビニル系
単量体は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。これらのビニル系単量体のうち
、他の成分の相溶性を向上させる点から、スチレンなどの芳香族ビニル単量体、メタクリ
ル酸メチルなどのアクリル系単量体、アクリロニトリルなどのシアン化ビニル系単量体が
好ましく、芳香族ビニル（特にスチレン）及び（メタ）アクリル酸アルキルエステル（特
にメタクリル酸メチル）の組み合わせが好ましい。
【００５６】
　ビニル系重合体における変性体は、共重合、末端や側鎖の変性などにより、酸又はエポ
キシ基を導入した変性体であってもよい。例えば、酸変性体の場合には、ビニル系重合体
は、グラフト共重合などにより変性されていてもよく、変性剤となる共重合性単量体とし
ては、カルボキシル基を有する単量体（例えば、（メタ）アクリル酸、クロトン酸などの
脂肪族モノカルボン酸、マレイン酸、フマル酸、シトラコン酸、イタコン酸などの脂肪族
ジカルボン酸など）、酸無水物基を有する単量体（例えば、無水マレイン酸、無水イタコ
ン酸、無水シトラコン酸などの脂肪族ジカルボン酸無水物、無水フタル酸などの芳香族ジ
カルボン酸無水物など）などが挙げられる。また、エポキシ変性体の場合には、グリシジ
ル基を有する単量体（グリシジル（メタ）アクリル酸、グリシジル（メタ）アクリレート
、アリルグリシジルエーテルなど）などの共重合により変性されていてもよい。
【００５７】
　酸変性ビニル系樹脂としては、例えば、（無水）マレイン酸変性ＭＳ樹脂、（無水）マ
レイン酸変性ＭＡＳ樹脂（メタクリル酸メチル－アクリロニトリル－スチレン共重合体）
、（無水）マレイン酸変性ＭＢＳ樹脂、（無水）マレイン酸変性ＡＳ樹脂、（無水）マレ
イン酸変性ＡＡ樹脂、（無水）マレイン酸変性ＡＢＳ樹脂、（メタ）アクリル酸変性ＭＳ
樹脂、（メタ）アクリル酸変性ＭＡＳ樹脂、エチレン－無水マレイン酸共重合体、エチレ
ン－（メタ）アクリル酸－無水マレイン酸共重合体、無水マレイン酸グラフトポリプロピ
レンなどが挙げられる。これらの酸変性ビニル系樹脂は、単独で又は二種以上組み合わせ
て使用できる。
【００５８】
　エポキシ変性ビニル系樹脂としては、例えば、エポキシ変性ＭＳ樹脂、エポキシ変性Ｍ
ＡＳ樹脂、エポキシ変性ＭＢＳ樹脂、エポキシ変性ＡＳ樹脂、エポキシ変性ＡＡＳ樹脂、
エポキシ変性ＡＢＳ樹脂、エチレン－グリシジルメタクリレート共重合体、エチレン－グ
リシジルメタクリレート－スチレン共重合体、エポキシ変性ポリスチレン－スチレン共重
合体などが挙げられる。これらのエポキシ変性ビニル系樹脂は、単独で又は二種以上組み
合わせて使用できる。
【００５９】
　これらの酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）は、単独で又は二種以上組み合わせて
使用できる。これらの酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂のうち、相溶性の点から、ビニル
成分として、芳香族ビニル単位（特にスチレン単位）及び（メタ）アクリル酸アルキル単
位（特にメタクリル酸メチル単位）を含む樹脂、例えば、（無水）マレイン酸変性ＭＳ樹
脂、（無水）マレイン酸変性ＭＡＳ樹脂、（無水）マレイン酸変性ＭＢＳ樹脂、エポキシ
変性ＭＳ樹脂、エポキシ変性ＭＡＳ樹脂、エポキシ変性ＭＢＳ樹脂が好ましい。
【００６０】
　このような好ましい変性ビニル系樹脂において、芳香族ビニル単位と（メタ）アクリル
酸アルキル単位との割合（モル比）は、前者／後者＝１／１～１／１０、好ましくは１／
２～１／８、さらに好ましくは１／３～１／５程度である。
【００６１】
　酸又はエポキシの変性量について、酸又はエポキシ基の割合は樹脂中５０重量％以下の
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範囲から選択でき、例えば、４０重量％以下（例えば、０．１～４０重量％程度）、好ま
しくは３０重量％以下（例えば、０．５～３０重量％程度）、さらに好ましくは２０重量
％以下（例えば、１～２０重量％程度）である。
【００６２】
　酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）の重量平均分子量は、例えば、１０，０００～
１００，０００、好ましくは２０，０００～９０，０００、さらに好ましくは３０，００
０～８０，０００（特に４０，０００～８０，０００）程度である。
【００６３】
　酸又はエポキシ変性ビニル系樹脂（Ｄ）の割合は、例えば、透明性樹脂（Ａ）１００重
量部に対して、例えば、０．１～３０重量部、好ましくは０．５～２０重量部、さらに好
ましくは１～１０重量部程度である。
【００６４】
　［熱可塑性樹脂組成物］
　これらの成分で構成された本発明の熱可塑性樹脂組成物は、高い透明性、帯電防止性、
摺動性を有している。本発明の熱可塑性樹脂組成物の透明性は、透明性樹脂（Ａ）の全光
線透過率よりも低く、厚み２ｍｍにおける全光線透過率が６０％以上（例えば、６０～１
００％）の範囲から選択でき、例えば、６５％以上（例えば、６５～９９．９％程度）、
好ましくは７０％以上（例えば、７０～９９．５％程度）、さらに好ましくは７５％以上
（例えば、７５～９９％程度）である。また、組成物のヘーズは４０％以下であり、好ま
しくは３５％以下、さらに好ましくは３０％以下（特に２５％以下）である。
【００６５】
　本発明の熱可塑性樹脂組成物は、帯電防止性が高く、ＪＩＳ　Ｋ７１９４に準じた表面
抵抗値（２３℃、５０％ＲＨの条件下）が１０12Ω以下であり、例えば、１０4～１０12

Ω、好ましくは１０6～１０12Ω、さらに好ましくは１０7～１０11Ω（特に１０8～１０1

0）程度である。
【００６６】
　本発明の熱可塑性樹脂組成物において、透明性の観点から、組成物を構成する各成分の
屈折率は近似しているのが好ましい。例えば、各成分の屈折率差（例えば、（Ａ）成分と
（Ｂ）成分との屈折率差、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分との屈折率差、（Ａ）成分と（Ｃ）成
分との屈折率差、（Ａ）成分と（Ｄ）成分との屈折率差など）の絶対値は、それぞれ、０
．０５以下（例えば、０．０００１～０．０５）、好ましくは０．０２以下（例えば、０
．０００１～０．０２程度）、さらに好ましくは０．０１以下（例えば、０．０００１～
０．０１程度）であってもよい。
【００６７】
　本発明の熱可塑性樹脂組成物には、さらに、慣用の添加剤、例えば、安定化剤（酸化防
止剤、紫外線吸収剤、耐光安定剤、熱安定化剤など）、難燃剤（リン系難燃剤、ハロゲン
系難燃剤、無機系難燃剤など）、難燃助剤、架橋剤、補強材（他の充填剤など）、核剤、
カップリング剤、滑剤、ワックス、可塑剤、離型剤、耐衝撃改良剤、色相改良剤、流動性
改良剤、着色剤（染料など）、分散剤、消泡剤、抗菌剤、防腐剤、粘度調整剤、増粘剤な
どが含まれていてもよい。これらの添加剤は、単独で又は二種以上組み合わせて使用でき
る。
【００６８】
　［成形品］
　本発明の熱可塑性樹脂組成物は、各成分の粉粒体の混合物であってもよく、各成分を混
練して調製してもよい。混練には、慣用の方法を用いることができ、例えば、各成分をヘ
ンシェルミキサーやリボンミキサーで乾式混合し、単軸や２軸の押出機、バンバリーミキ
サー、ニーダー、ミキシングロールなどの慣用の溶融混合機に供給して溶融混練すること
ができる。樹脂組成物は、ペレットの形態であってもよい。本発明の熱可塑性樹脂組成物
は、押出成形や射出成形などの慣用の方法により各種成形品に成形できる。
【００６９】
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　さらに、本発明の熱可塑性樹脂組成物は、慣用の方法によりシート状に成形した後、二
次成形してもよい。シート状成形品の製造方法は、特に制限されず、慣用の方法を用いる
ことができる。例えば、熱可塑性樹脂及び必要に応じて高分子型帯電防止剤などの添加剤
をタンブラー、スーパーミキサーなどを用いて混合した後、そのままシート押出機に供給
して形成してもよいし、ロール、バンバリーミキサー、ニーダー、単軸もしくは二軸押出
し機などによって溶融混練してペレット化した後、シート押出し機に供給して形成しても
よい。シートの成形方法としては、例えば、エキストルージョン法［ダイ（フラット状、
Ｔ状（Ｔダイ）、円筒状（サーキュラダイ）など）法、インフレーション法など］などの
押出成形法、テンター方式、チューブ方式、インフレーション方式等による延伸法などが
挙げられる。シート状成形品は、未延伸であってもよく、延伸（一軸延伸、二軸延伸など
）してもよい。
【００７０】
　シート状成形品の厚みは、用途に応じて適当に選択でき、例えば、１０μｍ～１０ｍｍ
、好ましくは３０μｍ～５ｍｍ、さらに好ましくは５０μｍ～３ｍｍ程度（特に１００μ
ｍ～３ｍｍ）である。
【００７１】
　このようにして得られたシート状成形品は、成形性に優れるため、圧空成形（押出圧空
成形、熱板圧空成形、真空圧空成形など）、自由吹込成形、真空成形、折り曲げ加工、マ
ッチド・モールド成形、熱板成形などの慣用の熱成形などで、簡便に二次成形することが
できる。
【００７２】
　熱成形工程においては、加熱したシートを加圧や減圧により成形し、例えば、圧空成形
の場合は、加熱したシートを圧空により金型に押し当てて容器を成形する。真空成形の場
合は、金型と加熱したシートとの間を真空にすることにより、加熱シートを金型側に引き
込んで容器を成形する。前記金型には、空気を引き込むための小孔やスリットが設けられ
ている。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　本発明の熱可塑性樹脂組成物は、種々の機械的特性に優れるため、各種成形品（各種分
野の部材、容器、包装材料など）に使用できるが、耐摩耗性や耐擦傷性に優れるため、摺
動性部材として適している。さらに、本発明の熱可塑性樹脂組成物は、透明性及び帯電防
止性にも優れるため、摺動性部材の中でも、半導体［例えば、ＩＣ（高密度集積回路）や
ＩＣを用いた電子部品］や液晶などの電子部品に近接する用途、又はこのような電子部品
を収容する用途、さらに、収容物や移動体と接触して摺動する用途に有用である。このよ
うな用途としては、例えば、小遊技動体を用いた遊技機（例えば、パチンコ機やピンボー
ルゲーム機など）の盤面（又はやカバー）や内部部材、大型電子部品包装用成形品（例え
ば、液晶板収納用トレーなど）、小型電子部品（コネクターなど）を収容するための収容
凹部を有する搬送用成形品［例えば、電子部品搬送用トレー（インジェクショントレー、
真空成形トレーなど）など］などが挙げられる。
【実施例】
【００７４】
　以下に、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に
よって限定されるものではない。なお、特に断りのない限り、「部」は重量基準である。
また、以下の例で用いた各成分の内容と、評価項目の測定方法は下記の通りである。
【００７５】
　［熱可塑性樹脂組成物の各成分］
　ＭＡＢＳ：メタクリル酸メチル変性（透明）ＡＢＳ樹脂（ダイセルポリマー（株）製、
セビアンＴ１５０、全光線透過率８８％）
　ＡＳ：ＡＳ樹脂（旭化成（株）製、スタイラックＴ８７０７、全光線透過率９２％）
　ＡＢＳ：ＡＢＳ樹脂（特開２０００－１９１８７７号公報に記載されている参考例１の
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％）
　ＰＭＭＡ１：ポリメタクリル酸メチル（三菱レイヨン（株）製、ＶＨ、全光線透過率９
３％）
　ＰＭＭＡ２：ポリメタクリル酸メチル（旭化成（株）製、デルペット８０Ｎ、全光線透
過率９２％）
　酸変性アクリル樹脂：マレイン酸変性ＭＡＳ樹脂（旭化成（株）製、デルペット９８０
Ｎ）
　帯電防止性樹脂：ポリエーテルエステルアミド（三洋化成工業（株）製、ペレスタット
ＮＣ６３２１）
　シリコーン複合粒子１：信越化学工業（株）製、ＫＭＰ－６００、球形、粒径分布１～
１５μｍ、平均粒径５μｍ
　シリコーン複合粒子２：信越化学工業（株）製、ＫＭＰ－６０１、球形、粒径分布２～
２５μｍ、平均粒径１２μｍ
　シリコーン複合粒子３：信越化学工業（株）製、ＫＭＰ－６０２、球形、粒径分布４～
６０μｍ、平均粒径３０μｍ
　シリコーンゴム粒子１：信越化学工業（株）製、ＫＭＰ－５９７、球形、粒径分布１～
１０μｍ、平均粒径５μｍ
　シリコーンゴム粒子２：信越化学工業（株）製、ＫＭＰ－５９８、球形、粒径分布２～
３０μｍ、平均粒径１３μｍ
　シリコーンゴム粒子３：信越化学工業（株）製、Ｘ５２－８７５、不定形、粒径分布１
～１００μｍ、平均粒径４０μｍ
　シリコーンゴム粒子４：東レ（株）製、Ｅ６００、球形、粒径分布１～１０μｍ、平均
粒径２μｍ
　シリコーン樹脂粒子：東レ（株）製、ＤＣ４－７０８１、球形、平均粒径２μｍ
　難燃剤：リン酸エステル（大八化学（株）製、ＰＸ２００）。
【００７６】
　［全光線透過率］
　２種類の厚み（１ｍｍ、２ｍｍ）の試験片を、直読ヘーズコンピューター（スガ試験機
（株）製、型式ＨＧＭ－２Ｄ）により、全光線透過率を測定した。
【００７７】
　［摩耗量（摺動性）］
　厚み３ｍｍの試験片を用いて、往復動摩擦摩耗試験機（（株）オリエンテック製、ＡＦ
Ｔ－１５ＭＳ）により、往復摺動試験を以下の条件で行い、試験後の摩耗面の深さ、幅を
二次元表面粗さ計で測定した。
【００７８】
　（往復摺動条件）
　　雰囲気：２３℃、４０％ＲＨ
　　荷重：１．５ｋｇｆ（１４．７Ｎ）
　　往復摺動回数：１００００回
　　動作速度：５０ｍｍ／秒。
【００７９】
　実施例１～１３及び比較例１～３
　表１に示す配合で各成分をブレンドし、押出機によりペレット化した。得られたペレッ
トを射出成形により、縦９０ｍｍ×横５０ｍｍ×厚み１ｍｍ、２ｍｍ及び３ｍｍプレート
（試験片）を作製した。このプレートを用いて、全光線透過率及び摺動性を評価した結果
を表１に示す。
【００８０】



(15) JP 4827458 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

【表１】

【００８１】
　表１の結果から明らかなように、実施例の成形品は、透過性が高く、摩耗量も少ない。
これに対して、比較例１の成形品は、摩耗量が多く、比較例２及び３の成形品は、透過性
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